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 令和元年度は，記録的な暴風により関東各地で倒木や建物損壊などの被害や，大規模な停電

や断水をもたらした台風第15号による災害と，記録的な豪雨により広い範囲で河川の氾濫や土

砂災害，浸水害をもたらした台風第19号の災害など，特徴の異なる災害が多数発生した．これ

らの災害では直轄のみならず自治体に対し，排水ポンプ車等の災害対策用機械に加えて道路維

持用機械により様々な対応・支援の活動を行った．本稿は，今般の災害で顕在化したリクワイ

ヤメントに基づき検討した排水ポンプ車及び散水車の必要機能について報告するものである． 
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1.  給水機能付き散水車の検討 

 

(1) 台風15号における災害対応 

a) 災害の概要 

 2019年9月に発生した台風15号は強い勢力で千葉県～

茨城県付近に上陸し，千葉市では最大風速35.9m，最大

瞬間風速57.5mを観測する等，多くの地点で観測史上1位

の最大風速や最大瞬間風速を観測する記録的な暴風雨と

なった． 

この暴風雨によって発生した土砂崩れや倒木，建物倒

壊等により，長期的な停電及び断水が広範囲で起きた．

千葉県内では最大で16市町村の約8万9千戸が断水となり，

全面解消までには17日間を要した． 

b) 道路維持用機械による対応 

 千葉県内で発生した断水に対応すべく，当初は関東地

方整備局にて保有している散水車を給水車として使用す

ることを検討した．しかし，様々な問題点が判明したた

め，給水車としての使用は断念した．問題点については

1.(2)で後述する．そのため，関東地方整備局では保有

していない給水機能を装備した散水車の派遣を北海道開

発局へ要請した．北海道開発局では過去の経験から給水

作業が可能な仕様の散水車を保有しており，関東地方整

備局からの応援要請を受けて11台の散水車を派遣し，千

葉県内で給水支援活動を実施した．給水支援活動は君津

市5箇所，鋸南町1箇所，鴨川市1箇所，南房総市1箇所で，

延べ39台・日実施した． 

 

 

図-1 千葉県内における散水車派遣箇所 
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図-2 給水支援作業の様子 

 

(2) 導入となった背景（顕在化した問題点） 

今回の災害における給水活動では，以下の問題点が顕

在化した． 

a) 関東保有の散水車で給水活動を行う問題点 

関東地方整備局が配備している散水車の水を入れてい

るタンクは鉄製であり，また，散水に使用している水は

工業用水等を使用している．そのため，タンクや配管内

に錆等の沈殿物が生成されてしまう．この散水車を給水

車として使用する場合は，タンク内やタンクと接続して

いる配管全ての点検や清掃，消毒を行い，水道水を入れ

た後も水質検査を実施する必要がある．飲用するための

水質に関する対応及び確認作業により即時の対応が難し

い． 

b) 北海道開発局の車両で給水活動を行う問題 

今回必要とした給水装置付きの散水車を保有している

のは北海道開発局のみであった．北海道開発局では，当

該機械を管内の各事務所に分散配備している．そのため，

北海道管内から港へ向かい，フェリーで輸送，さらに本

州の港から現場まで走行して向かうため，移動だけで約

3～4日間を要する事となった． 

 

(3)  仕様と運用の検討 

a) 仕様の検討 

今回の災害で派遣された北海道開発局の散水車の仕様

を確認し，関東地方整備局で保有している散水車と比較

を行った．その結果，タンク等の素材や給水装置装備用

の弁以外では構造上の大きな違いは無い事が分かった．

主な仕様の比較については表-1に示す． 

b) 運用の検討 

非常時において迅速に給水車として活動するためには，

平常時の道路清掃作業の際においても浄水を使用する必

要がある．そのため，今まで工業用水等にて散水作業を

行っていた地区については，新たに浄水の補給場所を確

保しなければならない事が分かった． 

配置にあたり浄水の補給場所の有無について考慮する

必要がある．また，補給に要する時間を短縮するため，

給水栓の口径にも考慮が必要である． 

 

表-1 散水車の主な仕様比較 

仕様項目 既存の散水車 給水装置付き散水車 

車

体 

車両総重

量 

約13t 約13t 

水

タ

ン

ク 

容量 6,300L 6,300L 

構造 鋼板溶接構造 ステンレス鋼板溶接構

造 

内面処理 亜鉛メタリコン 酸洗い仕上げ 

配

管 

配管材質 炭素鋼鋼管

（白） 

ステンレス鋼管 

 

 

図-3 北海道開発局の給水装置付き散水車 

 

図-4 関東地方整備局の散水車 

 

2.  排水ポンプ車の検討 

 

(1)   台風19号における災害対応 

a) 災害の概要 

 2019年10月に発生した台風19号は本体の発達した雨雲

や台風周辺の湿った空気の影響により，静岡県や関東甲

信地方，東北地方を中心に広範囲で記録的な豪雨となっ

た．総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリに達し，関東甲

信地方と静岡県の17地点で500ミリを超えた． 

この豪雨によって国管理の河川では4河川9箇所において

堤防が決壊し，8河川16箇所では越水・溢水が発生した．

また，県管理の河川では19河川35箇所において堤防が決

壊，86河川114箇所で越水・溢水が発生した． 

b) 災害対策用機械による対応 
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 堤防の決壊や越水等による浸水の解消のため，排水ポ

ンプ車及び照明車を出動させた．排水活動は6日間に亘

って実施し，排水ポンプ車は延べ167台・日，照明車は

延べ133台・日であった．今回の災害では，関東地方整

備局管内の広範囲において同時に被災箇所が多数発生し

たため，中部・中国・四国・九州地方整備局からも排水

ポンプ車及び照明車の応援を受け，昼夜を徹した緊急排

水を実施した． 

 

図-5 河川等の主な被災状況（国管理河川） 

 

 

図-6 排水作業 

 

 

図-7 排水ポンプの設置作業 

 

(2)   今回の災害からのリクワイヤメント 

 関東地方整備局では排水能力が異なる複数種のポンプ

車を管理しており，排水を実施する場所の現場状況に応

じ，各車両の排水能力や車体の大きさ等を踏まえて機種

の選定を行った上で派遣している．排水能力は30m3/min，

60m3/min，高揚程の30m3/minの 3種類に分かれており，

過去に策定した配備計画に基づいて各地区に配備してい

る．今回の災害では，これまで配備している排水ポンプ

車の仕様では活動に制限された事例が散見された． 

a) 今回の災害で生じたニーズ 

茨城県の常磐道水戸北IC付近では浸水が広範囲であり，

河川に直接排水できないという事象があった．現地では，

河川に直接排水できる場所まで内水を集めてから排水を

行っていた．現地における排水ポンプ車の設置状況につ

いては図-8に示す．現在の排水ポンプ車の排水距離は50

ｍであり，より長距離排水ができる仕様の車両があると

有効であったと考える． 

今回の災害で「現在の排水量を確保しながら排水距離

を伸ばす」というニーズが高まった．このニーズは，整

備が進められている堤防強化対策により，堤防の法面勾

配が緩傾斜化し法長が伸びることにも対応できるもので

ある． 

b)ニーズに対するリクワイヤメント 

排水ポンプは，排水距離を伸ばすとホースの抵抗が増

え排水量が減少してしまう．排水量を維持したまま排水

距離を伸ばすためには，ポンプのモーター出力を大きく

しポンプの吐出圧力を高くすれば可能となる．しかし，

ポンプのモーター出力を大きくするとポンプの単体重量

が増えてしまい設置に問題が生じる． 

ニーズにもとづくリクワイヤメントは，「ポンプ単体

の重量を増やすことなく，排水ポンプ車の排水距離を伸

ばす」ということであった．排水延長を伸ばすことは

「ポンプの揚程を高める」ことになるので，購入仕様に

係るリクワイヤメントは「ポンプ単体の重量を増やすこ

となく，排水ポンプ車の揚程を高める」ということにな

る．このリクワイヤメントに基づき，今回導入する排水

ポンプ車の仕様について検討を行った． 

 

 

図-8 排水ポンプ車の設置状況 

 

(3)  仕様の検討 
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今回の災害で応援派遣した他地方整備局の高揚程の排

水ポンプ車の仕様と，関東地方整備局で配備している排

水ポンプ車の仕様について，その違いを表-2に示す． 

関東地方整備局に配備している高揚程の排水ポンプ車

は，全揚程20mで15m3/minの排水能力を持つが，低揚程

箇所で排水を行うと極端に排水性能が落ちるため低揚程

箇所での排水には向いておらず，高揚程での排水に特化

したタイプである．排水ポンプ1台当たりの排水量が

7.5m3/minと他地方整備局の高揚程よりも多いため，少

ないポンプの台数で高揚程での排水が行える． 

一方，他地方整備局にて導入を進めている排水ポンプ

車は，2台の排水ポンプを直列接続して全揚程20mでの排

水を行えるようにするタイプの排水ポンプ車である．な

お、直列接続による排水イメージについては図-9に示す．

排水ポンプ１台当たりの排水量が5.0m3/minであるため，

設置するポンプの台数は既存の排水ポンプ車よりも増え

てしまうが，直列接続を行わずにそのまま低揚程の排水

ポンプとしても性能を損なわずに使用することができる． 

そのため，今後起こりうる広範囲での排水作業に備え，

幅広い場面で運用が可能な直列接続による高揚程の排水

ポンプ車を試験的に導入することとした． 

 

表-2 高揚程排水ポンプ車の主な仕様比較 

仕様項目 関東地整の高揚

程排水ポンプ車 

他地整の高揚程排

水ポンプ車 

性

能 

総排水量 

(全揚程 10 

mの場合) 

― 30 m3/min  

                  

総排水量 

(全揚程 20 

mの場合) 

15 m3/min 15 m3/min 

排

水

ポ

ン

プ 

台数 4台 6台 

排水量(1台

あたり) 

7.5 m3/min 5.0 m3/min 

質量 38 kg/台 30 kg/台 

 

 

図-9 直列接続による排水イメージ 

3.  今後の課題 

 

 以下に今回検討した災害対策用機械の今後の課題を述

べる． 

 

(1)  給水装置付き散水車 

 発災時にすぐ給水支援を実施できる状態を保つために

浄水しかタンクに補給する事ができなくなるため，浄水

を補給できる箇所が作業箇所付近にある地域にしか配置

ができない事から，配置箇所が限定されてしまう． 

また，導入した際には，上記の補給水の事や補給装置を

装備する事から他車両と取り扱い方が変わるため，職員

やオペレータへの現在運用している散水車との構造の違

いや運用上の注意点についての周知・理解を徹底する必

要がある． 

 

(2)  直列接続による高揚程の排水ポンプ車 

現在の配置計画とのすり合わせが必要となる．氾濫時

に想定される排水箇所をピックアップし，各事務所管内

の堤防の高さを確認して排水時にどの程度の揚程が必要

となるのか，更に付近の事務所への応援も想定した運用

の仕方等について考慮して，必要に応じて高揚程排水ポ

ンプ車の配置箇所の変更を行う． 

また，現在運用している排水ポンプとは異なる構造とな

るため，導入した際には職員やオペレータ等に対して，

発生時に素早く設置できるように基本的な使用方法や直

列接続の方法等について訓練を行い，取り扱いについて

習熟する． 

 

(3)  まとめ 

令和元年度に発生した災害は，広範囲で被害が生じた

ために，給水支援に始まり今までとは異なる現場のニー

ズが多かった．現在配備されている災害対策用機械等は，

機械を使用する現場条件や応援要請者の変化するニーズ

への対応など，過去から開発・改良が重ねられてきたも

のであるが，視野を広げて他機関で運用している機械や

最新の仕様等について情報収集を進め，有用な機能があ

れば導入の検討を積極的に進めていく事が昨今の増加す

る災害対応において必要となる． 

これからも常に時代の変化を把握し，求められる建設機

械の整備を通じて国民生活の安心に寄与したい． 

 

 

 

 
 


